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修正の理由 
 当社グループの中核である内航海運業においては、当第２四半期にはいり、円高の進行やデフレによる景気の下振れ懸
念等、先行きに不透明感があるものの、昨年秋以降の政府による景気対策効果及び中国・韓国等アジア向け輸出が好調
であることに伴い、鉄鋼メーカーの粗鋼生産量は高水準で推移しており、前回の見込み通り当社の鉄鋼関連貨物、電力関
連貨物等の輸送量も順調に推移しております。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年７月30日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,900 290 270 60 5.08
今回発表予想(B) 8,848 447 416 126 10.76
増減額(B-A) △52 157 146 66
増減率(%) △0.6 54.1 54.1 110.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

6,714 135 113 50 4.30

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 18,000 880 800 410 34.75
今回発表予想(B) 17,870 930 900 430 36.44
増減額(B-A) △130 50 100 20
増減率(%) △0.7 5.7 12.5 4.9
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

14,149 682 656 450 38.17

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,380 240 200 300 25.42
今回発表予想(B) 7,462 398 347 399 33.82
増減額(B-A) 82 158 147 99
増減率(%) 1.1 65.8 73.5 33.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

6,123 138 114 49 4.20

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,500 700 600 500 42.37
今回発表予想(B) 15,050 810 720 600 50.85
増減額(B-A) △450 110 120 100
増減率(%) △2.9 15.7 20.0 20.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

12,946 698 661 452 38.38



 このような状況のもと、第２四半期連結累計期間業績予想は、売上高においては、ほぼ前回予想に近いものとなりまし
た。一方費用においては、燃料油価格の値下がりに加え、例年上期に集中する船舶の入渠に係る修繕費の削減等による
減少が見込まれ、前回の予想に比し営業利益で、1億57百万円、経常利益で1億46百万円、当期純利益では66百万円の
増加となる見込みです。 
 平成23年3月期の通期業績予想につきましては、第３四半期以降、中国向け等の輸出の減少、エコカー取得に係る優遇
措置の終了等による自動車販売台数の落ち込み等により鋼材輸送量の減少が予想されることから、前回予想に比し売上
高で1億30百万円減少しましたが、より一層のコスト削減の努力等の継続により、営業利益で50百万円の増加、経常利益
で1億円の増加、当期純利益で20百万円の増加となる見込みです。 
 以上により、平成22年7月30日付けで開示いたしました平成23年３月期第２四半期連結累計期間業績予想及び平成23年
3月期連結業績予想を上記の通り修正いたします。 
 また、個別の第２四半期累計期間業績予想及び通期業績予想につきましても、売上高、営業利益、経常利益、当期純利
益について、連結業績予想と同様の要因で修正いたします。 
 
（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提として算出したものであり、実際の業績は今
後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

以 上


